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教育に関する倭語の原義
教育心理学研究室　木　村　　俊　　夫

（昭和49年10月12日受理）

　　●　　　　　　　　　　　　　　●

V内人是最霊」とある。ヒトのヒは，ムスビの霊性を意

1　ヒトー人間観一　　　　　　　　　　　　　味すると解さねばなるまい。
ミナ・　　　…

ヒトという語には，記紀・万葉では人の字が最も多く　　　ヒトのトは，水門・山門や伊多斗・麻幣都斗（戸）のト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スヱ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　。沫pされている。仮名には，比等（神武記他，応神紀13年他，万904他）・　　ではない。末に対する母登（毎旛蛙）・望苔（往瀦羅）模騰

一一 @一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○比登　（雄略紀13年万3691，他）・比苔（禦犠詰年）・警苔（神功￥摂整）　　（癸イ醜墾），本国の毛等（4夏5），大和の八間跡（憂）・夜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●槽苔（仁徳艮口位前紀，他）・腎等（罐罫鞭・田騰（麟撰）等　麻登（碧錨L美蕃登㊥・美保止（籔翼）のトで一定

が使用されている。万葉仮名の類別によれば，第1字は　　のトコロである。

甲類，第2字は苔以外は乙類である。苔は苫ないし台の　　　以上を要約すれば，ヒトの原義は般ムスビの霊性の於

同類とすればやはり乙類である。　　　　　　　　　　　て在る場所”“ムスビを場所的に分有する局所”ともい

ところで，上代の皇統に繋がる神や人の名の多くは，　　うぺきものであろう。いずれにしても，ヒトという語は，

ヒコ（記：日子・日古・比古・毘古，紀：彦）・ヒメ　　普遍を原理とする世界観のなかで，人を捉えようとした

（記：日女・日売・毘売，紀：姫・媛）の語を含んでい　　ものであることは間違いない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2β）た。当用される字は皇統との関係に規定される面がある　　　嘗てヒトをSonnen－Ortと独訳した入がいたことが

が，ここでは問わない．・は泊籍天照大神）縢が　想起される．しかし，倭語に即して言えば。トは，。

り，騨には繋がらない．日・昆・毘は甲類，火は乙類　トのコでありやがて・トのオヤとなる。したがって，ム

だからである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　スコ・ムスメは，単にnatura　naturantaであるに止

入格神を捨象したヒ（日）は，巨大な光源としての太　　まらず，natura　naturansである。　Eriugena（8§9δ隼）

陽を意味し，ここから感性的な光・照明・暦日に関する　　流に言えぱ，natura　creans　creataである。しか

多くの概念と同時に，タカミムスビ（記：高御産巣日，　　し，人は，単なる人ではなく，ピコ・ヒメであり，ヒト

紀：高皇産霊，捨：高御魂，延喜式：高御産日）・カミ　　はピコ・ヒメの総称でもあったのである。

ムスビ（記：神産巣日，紀：神皇産霊，延：神産日・神

産魂・神魂）・タマツメムスビ（捨：魂留産霊，玉積産　　　2　児童観一発達的存在一

巣日・玉留魂・魂留魂）等の霊性的な概念を成立させて　　　万葉に見える竹取翁の人生回顧の長歌（3791）には，人の

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発達過程に伴なう各期の呼称や髪形，服装の変化が描か

皇産霊の読み方は紀の訓註「皇産霊無鰭」による。　　れている。次ぎにその要点を摘記してみよう。
ビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビ
麗羅1黙箸戴墜r蜴　蔽麺鹸灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷲蚊見庭　　　離融羅翻灘物の畿なるを比と云（負，急髭の亀も是ttrり）」（簾L）

邸

日神は高・神2柱のムスビの神を含めた天神を杷る神　　　　　　　　　　　　　　　餐是藪寺輩

であった・日神の繊と霊性の根源はムスの機能にあっ　　　　　　　　駿嬬嚢麟

際臨蕪雛二Σ糠箋『1巳1磨　　　　　贈毒騨覧
ここでは問わない。紀によれば，大化2年の詔に「万物　　　ここに見えるミドリコ・ワクゴ・ワラバ等の語は，人
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間観の一部である児童観を宿している。本章では，これ　　のごとく色名アヲの枕詞になるほど，上代人に親しまれ

らの語を手懸りとして，上代の児童観を窺ってみたい。　　ている。ソニドリの背の色は青と緑が主であるが，青の

2・1　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部分も緑がかり，雌は全体に緑が優っている。ミドリは，

・ト・・トとしての・には落手・櫛・麹・・物　この紗的から転化したという説は滴靴は否定で

繕舌榊・繭嬬等が当用されている・いきない・両者の・に繭（ノ場）・meg］（挫謙艮）菊

ずれも甲類に属する。　　　　　　　　　　　　　　　　　Gゴ43距等が使用されているが，いずれも甲類である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　■ｱの’に対してもっとも多く使用されている字好で　飲トには・騰（場’仔馴・力鞭用されて囑が・

ある。子の字の古形である千は，説文によれば，新生児　　いずれも乙類である。

が「在2　　中1足併」の象形である。子の字義とコの語義　　緑・青の色感に随伴する光沢感はミソミソしく感性的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　oﾆの関係はなさそうである。　　　　　　　　　　　　　に新鮮である。神社の玉垣が水垣（號21＞・彌都加伎（

このコは，芋松（万146　228），手菅（万％）・舌須気（力瀞，　延）瑞籠（延）等と記される所以である。この新鮮な講

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ﾃ馬（力ll瀞・胡麻（ノ∫§量）のごとく形容詞にも使用され　　色感が，緑なす黒髪・green　fish　・青年・青春・青

る。意味するところは，小松（1｛）；小菅（愕1）；宇馬　　　陽等の語を生んだのであろう。

傷謝㍉置実）である。倭名類聚抄（LLドf委名H少931～938身モ）は，小物　　　してみれば，ミドリコの原義は，たとえ肌色が赤かろ

をチピサキモノと訓ませている。コの原義は曜配チピサキ　　うと，人間存在として曾電ミヅミヅしいコ”，曜曜新鮮なチ

モノ”であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピサキヒト”であろう。

蚕は，古くは養蚕謬努墾命年）・養子（万誇と記され，　　2・3　ワカコ

コと訓まれたことが明らかである。貴重とされながら体　　　古語拾遺に「天照大神育2吾勝尊1特甚鍾愛常懐2腋下1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ`が小さいのでコと呼ばれたのであろう。海鼠喘載齢」：）称日2腋子1（霜響讐難箕礁胃也〉」という記載がある。こ

も同様であろう。雄略紀6年に「天皇欲下使2后妃観桑1　れにより9C初めにワカコの語があったことがわかる。
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　o

以勧南蚕事上．愛命2螺鼠1聚2国内蚕1．於レ是螺轟誤聚2嬰児1　但し，ワキコとの関係についての意見は，子を抱く様を
O　O

奉2献天皇ゴ天皇大咲賜鼻児於螺鼠1日，汝宜自養，螺轟　　「腋挾」（万珪認）とした万葉的表現に基く附会であろう。

即養・錨於醜之下・渦騨為・鐸音陥」とある・「緑子之若≠」瑠）は・カ・と讃れ煎相翫い・

≠ﾆ勧梁（編牛）で結びつけられているこの姓は，他　若ければは「禾両家礼婆」（万晶）諾布は「桐米」
　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ﾅは小子部連（塑些賄；薩鷺影とある。してみれば，コ（子）　（万器），若鮎は「和可由」（万§麗）と記されている。も

の原義は㏄チピサキヒト”であろう。　　　　　　　　　　っとも，稚産霊（神代紀L）が「和久産巣日」（菊，若子が「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●Q・2　ミドリコ　　　　　　　　　　　　　　　　　等能及和久胡」（万静とも記された例はある。ワクはワ

音訓併読で執筆した紀の編集者は，雄略紀の「嬰児」　　カの変化であろう。
●　●　　　o　o　　　　　　　　　　　●　o　●

を読者がどう読むことを期得したであろうか。編集者は　　　ところで，緑子之若子は乳児，等能及和久胡はヲトメ

「嬰児之繊ワ箸終日痴不。卿（誉）を知って賊が「儲け雌る吾が手を輔もか…とりて嘆かむ」と
●　　　o　o

に違いない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期得する青年である。前者は第一の誕生から日の浅いコ
。　　。　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　O　O

万葉の「吾妹子之　形見爾置有　緑児之　乞突別」　　　後者は第二の誕生を経験しつつある，ないし，それから
　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　　　■　　　　●

戟j・「緑児及　実乎毛置而」（望）・「緑子之　蚊見庭　　日の浅いコである。とすると，ワカは誕生と関係がある
●　　　●　　　●　　　●

垂乳為　母所懐」螺）の訓み方は，　「彌騰里児能　知許　　語だということになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層z」嚇）によって決定的となる。嬰児も訓読すればミド　　天地開開を，記は「天地初発之時，…国稚如2浮脂1而

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●潟Rは，万葉における描写によれば，新生児・乳児に相　　久羅下那州多陀用幣流之時」，紀の本文は「古天地未剖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　■魔ｷる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陰陽不ρ．渾沌如2鶏子1」，一書は「古国稚地稚之時，

ところで，ミドリの語に新生・乳・実等の意味がある　　讐猶2浮膏1而漂蕩」と記している。この神話の構想に准

とは考えられない。ミドリの第1義は，「春は萌え夏は　　南子・三五歴紀号が参照されていることは，ここでは問

緑に紅のまだらに見ゆる秋の山かも」（万21　77）のごとく色　　うまい。既に「天地之初」（誉徳聾）・「天地之功時之」

名である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（万翻等に見られるごとく血肉化された開開神話のなか

色名ミドリの語源はミヅトリ（水鳥）らしい。水鳥力　　で，初発・未剖・稚の3の概念の関係がどう捉えられて

ハセミの古名ソニドリは，「蘇遍析理能阿遠岐」（垂）　いたか，を問えばよいのである。
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初発について記伝は「初発之時は波自米能登伎と訓ム　　これから，童女はウナヰ，放はハナリ，ウナヰハナリは

べし」・「初発をハジメテヒラクルと訓るのはひがごと　　結髪年齢以前の髪形ないしその髪形をした少女，等であ

なり」噺縫≡）としている。そのハジメは，紀が記すご　　ることが推定される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ﾆく渾沌であった。しかし，その渾沌は，永久ではなく，　　ウナヰのウナは，ウナジ（項）の古語で，熟語に「宇
やがて分化する可能性・力難を内蔵していた．それを，綴齢」（項だ響懸け）・「卓羅洗珠」（礫慈けた玉）等

記紀は「葦牙」に讐え，記はさらに「萌騰之物」と記し　　がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ﾄいる。そういう渾沌であったから，紀は未剖としたの　　　ヰは，「宇泥備夜麻　比流波久毛登章」（駕許）と同様

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であろう。ウナヰは，項付近で髪を束ねるか切り下げる

　　　　　　　　　　　　　　　　　●ｵてみれば，記紀の開關神話における稚は，電璽分化へ　　形で，幼童の髪形である。倭名抄は，髪を「和名宇奈為」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ﾌ力動性を内蔵している状態”を意味する。この稚はワ　　と記している。転じて，この髪形をする年齢の子供を意
■　　　　　　　　　　・　　　●

カキ・ワカク等と訓むべきであろう。こういうワカに対　　味する。

して，一般に，記は若，紀は稚を当用している。記が上　　　ハナリは，「放髪」（万漁とも記されるが，ウナヰハ

記のごとく稚を用いたのは例外と言ってよい。　　　　　ナリの約語である。髪を束ねず肩まで垂らす髪形である。

紀の剖と分は一般にはワカレと訓まれている。これは，　転じて，この髪形をする年齢の少女を意味する。万3822

万葉の「和可礼須流」（§2）・「桐禧加昼爾」・「緬　の左の詞書に「称，若冠女、日漱髪蝿」とある。　　．

●礼之久礼婆」麗）等の仮名書例により保証されよう。　　　束ねないウナヰやウナヰハナリは，活澄・無頓着な動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ﾅ前者は名詞，後二者は自動詞，下二段の連用形である。　作で，髪がバラバラになり易い。万葉は，バラバラにな
●　　　●　　●　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　・　　　．

万葉では，ワカシ・ワカルのワカはともに和可である。　ることを「綿も無き布肩衣の　海松のごと和和気さがれ

記伝には「和詞志とは，凡て物の未だ成りと＼のはざる　　る」（習）のごとくワワク（自下二）と言い，その様を

を云て，…万葉に三朋を潮とも書き誰古紀に癬　「秋萩の末和和良鄭」q§）のごとくワワラと称した。
繊云ことも見え矧繰三）とある．以上を要約す　このワワラから訪峰いて・ラー甥ラびコれば，・カ・とは…紛化な・∵未完成の・ド　；。ラ。糞池旅締て・ラ・ラカ・成立したと考えられ

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。この推測が正しいならば，本章の初めに掲げた長歌

2・4ワラハ　　　　　　　　　　のなかの覇は順か融でイ申ぱして束ねない髪形であ
紀に喋，少年、冷。習、伎楽舞、」（雛・）という記　り，欝は，そうい獲形をする年齢の子供である，と

事がある。紀の編集者自身がこれをどう読んだかは分ら　　言えよう。

ない。しかし，一般にはワラバベと訓まれている。ララ　　　この年齢の子供達は，好んで年頃力覆解等すなわち

煤は舶の。ラベの古形で，べは複数を意味する．女　同晦が勲って．時に髪がワワラになるのを蕪鯖に
ワラバ

性が謙称に用いた妾は中世以降における用法変化による　　踏ね廻り，時に互いに髪を玩びウナヰハナリにしたり結

ものであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　いあげたりまたワワラにしたりする。これが竹取翁の回

ワラバの仮名書の初見は，日本霊異記（以雫雑異記）の　　想であると共に児童観察の内容でもあった。

「村輻灘1」（嘉）であろう。倭名擁は「童，糠波，　2・5ヲグナワミナ・ヲトコ・ヲトメ

未冠之称也」とある。万葉の小童儲）・童子（釣・童児　　　記によれば，ヲウスノミコトは，謀茗がヤマトタケル，

（言褥は，搬に・ラーと訓まれている．しかし，そう縄が「倭男具那」懲r）であった．紀跡名を「日本

訓んでよいという極め手は，霊異記以外には見当らない。　童男鷲貴…砦云2（景行紀2　年）と記している。しかし，ヲグナは

本章の初めに掲げた長歌の1節は，ワラバの語と髪形　　固有名詞ではない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ﾌ関係を示しているらしい。初めの童子は子供，後の童　　　ヲグナの対称語は「乎美奈」（万勃すなわちヲミナで

子は髪形である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。ヲは「乎加母」（票35卿「ヰ都久波」（票巽護）に

万万葉に次ぎのような酷似した歌が2首ある。　　　　　　見られる示である。大小の形容詞というより，美称・愛

馨寺之長屋爾議畿童鍛羅波髪上者β良　称の顯語である。

武可（鋤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ・ミは，イザナ辛・イザナミ・アハナ羊・アハナミ
　　テレル　　　　　　　　　　　　　　　…　　　o
k之　　　光有長屋爾　吾率宿之　字奈為放爾　髪興都　　　等に見られるように，男女の対偶の表示である。
良武香（3823）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナは，　「於伎桑」（墓翁）・「於干秦」（薔艶『振），　「古　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ
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老心」（万1741自　己）・腱」（鑑職），「麻桑」（嘉34氏）　立春は，欄が「疲努」囎・「軸奇多」（羅等に見られる天である・　　　　　「麟」榊の薪を終えてその庶立戻る晴

以上を要約すれば，ヲグナ・ヲミナは，“少男・少女”　陽，青陽として蘇生する日，すなわち若返る日であった。

を意味する。但し，その若さに対する美称・愛称の意味　　このヲチからの聖電立戻り＝若返り”は正に「変若」・「変

が龍められている。　　　　　　　　　　　　　　　　若反」である。

少男・少女を，紀はヲトコ・ヲトメと訓註している。　　　もと，彼方・越方を意味したヲチは，立春の解釈を通

（表2．5参照）　　　　　　　　　　　　　　　　　　じて，復本・若返りを意味するようになった。それが，
トブ

万葉「和我佐可理　伊多久久多知奴　久毛而得夫　久須
●　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

表2．5　ヲトコ・ヲトメの表記
利婆式等母　麻多遠知米也母」（力抑・「石網乃　又変．　　　　　　　　　　ヲチ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ

ｯ返青丹吉」（万10　46）・「従古…琴葦云水曾」（噛…
ヲ　　　ト　　コ ヲ　　　ト　　メ

という形で保存されたのである。

衰登古（菊 哀登売（狛 ところで，成入式の形態は種々あるが，共通する意義

仮 蓑等古（狛注・ は，幼童として死に一人前の男子または女子として蘇る

ことであった。ヲトは，この意味に齢ける“少く壮りな

名
烏　等　孤（神代紀上）注2 鳥等嘩（神代紀上）。、

る”である。すなわち，輪成人したばかりの若く壮なる

書 乎等古（万勃

鳥苔嘩（仁徳紀16　年）

鞄剽m（万8　　04） 男・若く盛なる女”，これがヲトコ・ヲミナであった。

乎登女（万帥
乎等砧（万36　　11） 尾　女（万鈴 3　出生観・成長観

壮夫囎代紀圭） 3・1　アルー出生観一

3・1・1　ア　ル

当
少男（神代紀上．） 少女（神代紀上）

記紀・万葉では人の出生を，親に即していうときはウ

壮　　（万そ8） 丁女（万37　91）
ム儲）・ナス儲），子に即していうときはアル（雫　）・

iル（自四）とするのが一般らしい。後世にはウマル（ぜL）

字
壮子（万9　　83） 処女（万531809） ウマレル（下則）の語もある。子に即していうときは，英・

壮士（万17　　59） 未通女（万1759　　2351）
独では一般にbe　born・geboren　werdenという受動

`で表現される。とくに能動態で表わすときは，come

注1　壮夫の訓註　　注2　少男・少女の訓註
to　the　world・see　the　sight・zur　Welt　Ko㎜一

en・das　hcht。der　Welt　erblicken等の熟語しか

表中の仮名は，ヲがワ行，トが乙類である。コ・メは　　ない。

ヒヨ・ヒヌの場合と同様に男女の対偶の表示である。し　　　無力な新生児の出生を能動的・自動的な言葉で表現し

たがって，ヲトコ・ヲトメの原義は，ヲトが問題なので　　たことの背景に，古代日本人の心性が偲ばれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　・?驕B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アルの仮名書例の初見は「其御子者阿禮座學獲『菩」，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　o@ヲトコ・ヲトメの語の用例によれば，ヲトの語は童貞・　（仲哀記），次ぎが「日知之御世従　阿禮座師神之尽」（晶）　　　　　　　　　4）処女には無関係である。また，ヲトは同胞間の長幼を意　　である。いずれも，敬語のマス（坐・座）が添えられて

味する竸のオトでもない．後者は，艦多那婆多（記　上弟棚機）いる。

に見られるごとく，オがア行音である。　　　　　　　　　　3・1・2　アルとアラワル

ヲトの意味は，表のヲト・への当字栃すごとく，顔　出生は，ある生の現世への出現であった。ウム（他自）生

く控り壕る”であろう。記伝もヲトコ・ヲミナを「磐く　　ム）からウマハル幅）蕃殖（を恭聾捧転成したように，ア

塩る別・「響く耀なる女」（鶉櫻）としている。　ルからアラ…レ（甚）が転成してもおかしくはない．ア

しかし，ヲトは単に若・壮・盛を意味する語ではない。　ラハルの仮名書例には，万葉の「安食波蕗黄穫毒　佐禰

延喜式によれば，上代には立春の日鯉糊揃年に礫　乎佐瓢婆」儂轟）がある。「埋木之不可蕗
｡」し耕戸の水を天皇に「供奉」していた．これ鰭　蘇鞠（噛は訓読例の一つである。他制膠発

水である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハスは「阿良波佐受」（至’）・「安良波之」（万92）等と



木村：教育に関する倭語の原義　　　　　　　　　　　　　　　　　　115

表記されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　を超えるものではない。
アルとアラハルとの差異は，次ぎのごとくであろう。　　　このアル（有ル）に　「デアル」ではなく，「ガアル」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モアルは無と有との断絶において捉えられた生の出現であ　　である。そして，「ガアル」ということは「人間が有到

った．だからその反対語は，「遺罪波速佐須良群登　ということであっ認その人師覗世に秘ことの発端

　　　　　　　　●]神，持佐須良比失琢牟氏」喋肩罎大護）・「照月之　　　がアノレ（生ル）だったのである。生哲学は歴史や文化の

　●ｫ失日社　吾恋止目」（万訟のごとく，ウス（臭下麦）で　　「化」を，実存哲学は死と「有」を，そして嘗ての日本

あった．アラー・レは既鮪の世界のことである．有の，　哲学は幽を主題騨夷．なぜ，アル（生、レ）を主題

感性に触れぬ状態から触れる状態への移行であった。だ　　としなかったのであろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　●
ｩらその反対語は，　「宇麻具多能禰呂爾可久里為」

（万ま§）のごとくカクル（農下元）であった。　　　　　　　　3・2　ナルー発達観一

3・1・3　アル（生ル）とアル（有ル）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・2・1　ナ　ル

出生は現世に診ける存在の出発であった。原始的心性

に診いて，アル（生ル）からアル（暑毘）が転成しても診　　　人の出生を意味するナルの仮名書の初見は「於夜那斯
o　　　　o

かしくない。アル（有ル）の仮名書の初見は，「ガアル」　爾　那禮奈理鶏迷夜」藍古墾），次ぎは「…比等波伊波

は「故志能久遍遍　佐加志売遠両蓮登岐加志互」（皇），　　紀欲利　桑莉提志比等迦」（万蕊）である。これにより，

「デァル」は「奴延久佐能売繊醜婆」㊥である。万葉の麟ノ轍踊（さζ）はナル，「多知波奈倉誠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ﾈお，「ガアル」の万葉における表記例に「之多具毛安　　流其実者」（全Pはナレルと訓めるであろう。
…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナカ　　　　　　ナ
良南敷」能）・「在有而　後毛将相登」（器）等がある。　　　このナルは，記伝にいう「無りし物の生り出るを云フ」

出生と存在の関連に関する上代人の思想は，記紀の開　　（記伝三神代一）に相当する。したがって，このナルば有に内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　0　　　　　●　　●J神話に窺うことができる。　　　　　　　　　　　　蔵された無形が有形に変化・発達することを捉えたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ　記では，神々の出現は，別天神・神世七代が「成」，　　である。人は親から，果実は果樹から，生り出たもので

岐美2神の国生み，神生みが「生」である。訓は，成は　　ある。

後にも触れるが地生眠初の字耀1轍孚）という　と・ろで，記の顯の「天地初発之時，噸天原1成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7垂ｪ施されている。これは．ナルがウムよりさきだ，と　　神名」は一般にナレルと訓まれている。しかし，引き続

いう思想の表明である。当面の問題はアル（生ル）とア　いて記載される「三柱神」には纏がない．したがって

ル（有ル）であった。　　　　　　　　　　　　　　　　このナルは全くの無から有への転化である。この三神に
　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

中生『物r状如嘩牙1」のごとく「生」が用いられる。次　　ル神である。しかし，この萌騰之物を押し出した物実は　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．いで，　「便化2為神1…凡三神．乾道独化」のごとく「化」　　語られていない。また，以上の5神に続く神世七代の神　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●が主となり・「次有レ神一次有誘申」で「有」が4綱神に4　　々にも物実はない。記伝に言う「無りし物の生り出る」

回使用されて，神世七代の記載を終え，以下の諾再2神　　過程には，物実の無い場合と有る場合とがあったのである。

の国生み・宇牲みに至って「生」が再び使われている。　　　しかじ，物実のない場合にも，天に高天原，地に国と

紀の胃頭はシナの古伝承を総括した一般論てその総　　いう有の場所があった。この場所は単なる空間ではなレも

括の核心すなわち紀の開開神話の基本構想が「天先成而　　これを神々の母胎とすれば，別天神五柱と神世七代の神

　　　　　　　　　●n後魅然俵，神聖亀其中1焉」だったのである。この　　々のナルに　まず，ともに斉しく「無りし物の生り出る」

「生」はアルと訓むに相応しい。「生r物1」の「生」は　　の範疇に属する。そして，この範瞬ばさらに大きな，

主語のない他動詞であるが，意味するところは「一物幽　　場所という有の世界に診ける形の変化すなわちメタモ

であろう。してみれば，「神聖」は「一物」である。そ　　ルフォーゼの範疇に属する，と考えられないであ

して，この「一物」から「三神」が「化」するのである。　　ろうか。

紀陣ける神・の出現の順序はかくして星・私　　記伝がナ・レの意味に上記のほか，鳴物のかはりて

客そして墾あ。た，と謙る．アで・（生・レ）とアル　彼，撚麺るを云。」・「擁勤曝るを云り

（有ル）だけを取り上げれば，アル（生ル〉はアル（有　　を区分し得たのは，上記の範疇を認識し得たから

ル）を捉えるものであり，アル（有ル）はアル（生ル）　　であろう。
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3・2・2　ヒトトナル　　　　　　　　　　　　　　記紀が伝えるオホサザキノミコトの次ぎの言葉の含蓄も

ヒトトナルは，ヒトとナルが結合した熟語動詞（自四）で　　理解されるのである。

ある。ヒトトナリはこれが名詞化したものであろう。今　　　それは，父の天皇からの下問「（兄弟のなかで）長　レ
イズレカト位ソク防ギ

日の「ひととなり」という語は，①岩波国語辞典によれ　　少執尤焉」に対するミコトの「長者多経2寒暑1，既為2成
ヒトトか！トヒトiナラヌトヲ

ぱ「持ち前の人柄　うまれつき」，②明解古語辞典によ　　人1，更無ゾ1邑　。唯少子者，未レ知2其成　不1。是以，

れば「脹からだつき」とある．雌苑は①と②を併　好甚農」（羅墾磐年）という応答である。記は，「…

記している。以上によれぱ，②が古く，①は後世のもの，　未レ成レ入。是愛」礁鈴のごとく簡略化されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lﾆ判断されるかも知れない。実はその逆である。しかし，　　なお，憶良が表現した古日のヒトトナリイヅル過程は，
●　　●　　●　　●　　●

仮名書のヒトトナリの初見は①のほうで，「ひととなり　　「明星の明るく朝は　敷妙の床の辺去らず　立てれども

少し細高にして」（鍵繋蕩卿がそれである。　　　　　　居れども，共に戯れ　夕星の夕になれば　いざ寝よと手
ナナカ

ヒトトナルという語は古い。その初見は，「神亀五年」　をたつさはり　父母もうへは物離り　三枝の中にを寝む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．　．　　　　　　　　　　ウツク　　　シ
i728年）の作として万葉に収載されている「人跡成　事者　　と　愛しく其が語らへば」である。「身長」や「からだ

難乎　和久良婆爾　成吾身者」（静である。ヒトのヒが　　つき」でないことは明らかであろう。

日神や霊毘に繋がるという思想的伝統は，末だ即自態に　　　　3・2・3　ヒトトナリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●翌｢て生きていたと考えられる時代である。しかし，上　　　「是天皇為人，器宇清通，神襟朗適」（崔能羅）・「鎌

掲の歌句の発想は，仏教の輸廻説を背景としたもので，　　子連，為人忠正，有2匡済心1」（皇極紀3　年）の為人は，いず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●意味は“入として現世に生れてくる”である。①の「う　　れもヒトトナリと訓まれている。上記の諸例を背景とす

■　　●

ﾜれっき」の根拠はこれであろう。憶良の貧窮問答の一　　れぱ，ほかに訓み方はなかろう。また，このヒトトナリ
■　　　●　　　●　　　　　　●　　　■

節「和久良婆爾　比等等波安流乎　比等奈美爾　安禮母　　は，上記のヒトトナルの過程を経たその結実と考えるほ

得」（物に見える・トトアルは，アルが郵か肴ル　かある鯛

かは分らない。しかし，いずれにしても，神亀五年のヒ　　　このヒトトナリは，漢語では資性が最適かも知れぬが，

トトナルと同じ発想であろう。　　　　　　　　　　　　資性はこの形成過程を含まない。ヒトトナリは，記伝が

宣化紀4年の「以2皇后橘皇女及其　子1合2葬干是陵1，　区分したナルの3義と，「入跡成事者難」・「其成不」・

（皇后崩年伝記無載，儒r一ﾒ蓋未2成人1而雍興欠」の濡子は，乳幼児を意味する。　　　「寒暑」等の困難，危険をくぐり抜けてきたヒトの歴史

「濡子」として死亡したので，その母の側に葬られたの　　を含むパーソナリティー概念である。これに「からだつ

であろう。紀によれば，皇后は「生2一男三女1」と記さ　　き」等の概念が加わるのは，遙か後世のことである。

れ，3女1男はそれぞれ皇妃となり，また「二姓之先」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4養　育　観と記されているから，「　子」はこの3女1男のなかに

数えられていないことになる。人と生れても，乳幼児期　　　育の字の古形は，説文によれは，子の字の古形の倒立

のある年齢までは，人に数えられなかったらしい。大き　　と，月（ニクヅキ）の古形との組合せである。古意は，

な乳幼児死亡率のために，人間観が歪められていたので　　古形が象徴するごとく，子を生むことにあった。説文が

あろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示す「養レ子使レ作レ善也」は，生んだ後のことである。

憶良が子の死を悼んだ長歌の＿節「産禮爵磐白玉之　　　しかし，もと生むことを意味した字が，入と年月を通

吾子胡者…麟籠比蕪纏鑓天τ（万＆）蜆　じて養うこと，さらに髄徳鱒をも意味するに至った，

えるヒトトナルは，その反歌「稚けれぱ道行き知らじ藷　　ということは極めて意義深いことである。なぜなら，入

はせむ欝の魏負ひて通らせ」（万9　　05）によれば，新　間にあっては注むことは直ちに養うことで効注ま

生児から幼年期における死までの発達を捉えたものであ　　れることは直ちに養われることである。入間の新生児に
O　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　O　O　O

る。また，ヒトトナリィデは，人に数えられるある年齢　　は，自発性はあっても自活性は絶無だったのである。
O　O
を越していたことを意味するものであろう。　　　　　　　　4・1　ヒダス

「濡子」をヒトノコに数えぬ入間観の存在は，予想外　　　養育を意味するヒダス（笛）の仮名書の初見は「比陀斯」’

のことであった。しかし，これを背景とすることにより，　（上宮聖徳法王帝説，奈良朝初期）である。比は日と同じく甲類に属する。

憶郎鮒る「産離有…比鵯鯉韻天」のイ畑　「醍奉」（静・「奉。劃（淋）等鷹されて囑

ヅ）の重複が無意味でなかったことが理解される。また，　後世の傍訓は，恐らく上記によゐものであろう。万葉の
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　イツレカ　モ　　　　　　。　．マシテ

u何時可聞　日足座而」（鋤は，上記の意味を保存しつ　　ちて行かましものを」（万ラ雪）は，バグクムの仮名書例の
　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　●

ﾂ，「気長足姫」（曾峯施）の「足」が「多良志比嘩」（万亀）　初見である。この語の意味は，この歌だけからは，不可

・「多良恵比売」（万§ε）とされると同様に，ヒ表デミと　　能である。また，「旅入の宿りせむ野に霜降らば吾が子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．　　　タズムラ
h語化したものである。　　　　　　　　　　　　　　　羽　天の鶴群」（万17　　91）の羽　の訓は，この歌だけからは，

ヒダスの語義は，ヒにヒを加う，ヒを充足させる，と　　不可知である。しかし，　（　とも記す）の意味はツツ

いうことである。ヒの積み上げである。そのヒが，暦日　　ムである。歌の全作から語意は想察可能である。⊥掲の

のヒか，産霊・霊性のヒか，それは分らない。　　　　　　2首は，偶然ではあるが，バグクムと羽＝　に関して，
チオモ

皇子女の場合に動員される「諸部　は，①乳母②湯　　相互補足的関係に在ったのである。
コ．ヱ

母③飯噛，④湯座であった（神代紀下）。纂疏によれぱ，①　　　ハはバネ（羽・翼）であることは間違いない。．しかし

は「謂2以レ乳　レ兇者1」，②は「掌2湯薬1之入」，③は　　上記のグクムが　の字でどの程度にか表意されたにして
ミブベ

「嚇レ飯哺レ見者」，④は「洗2浴見1とある。壬生部　　　も，単独のグクムという語が上代に存在していたか，ま
　　　　　　　　　ユ　ベi推古紀15年，皇極紀1年には乳部とある）・湯部（美f醜墾）等の部は，それぞれ　　たもと何を意味していたか，を明らかにしなければ，ハ

の養育経費を担当する部であった。　　　　　　　　　　グクムの原義は把捉されない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス　　　．　上記から推察すると，ヒタスは主として営養・保健の　　　というのは，万葉にはなお「武庫の浦の入江の渚鳥羽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　■　　　●　　　●､面から皇子女の身体発達に奉仕することであった。し　　具久毛流　君を離れて恋に死ぬべし）磯）にバグクモル

かし，それを「日・足ス」という語で表現した思想的背　　という類語もあり，何時から始まったかは不明であるが

景は，依然として未詳である。　　　　　　　　　　　　刀剣用語に名詞ククミがある。また，倭名抄には

4・2　ヤシナフ　　　　　　　　　　　　　　　　　「馨読葵堅iきという馬具名があり，平安女流文学には「う
　　　　　　　　　　　　　オミノヲ　トメヲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タレ　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　●

сVナフの仮名書の初見は「於禰能烏苔嘩鳥　多例椰　　つくしげなる御乳をくくめ給ひ」（源氏薄雲）・「親鳥の虫な
・　．　・ム　　　　カシコク　トモ　　アレ　。　．　．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　・　　　●

n灘播務」「伽之古倶等望　阿例椰始灘破務」（籍徳聾）　　どもきて（子雀に）くくむるもいとろうたし」（馬蕊子）

である。このヤシナフを扶養するという意味にとれば，　　という動詞もあるからである。

小子部連の場合傷熱）の養の字がヤシナへ（零）と訓まれ　　　ところで　「塩干乃　三津之海女乃　久真畜持　玉藻
カルラム　イ偶テミム

ていてもおかしくない。　　　　　　　　　　　　　　将苅率行見」（万2　　93）のクグは，倭名抄に見える「渉草
●　　　●

　ヤシナフのナフは，アキナフ・イザナフ・トモナフと　　具具」であろう。カヤツリ草科の多年草であるが，海浜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ同様の，他の品詞の語幹と結合して動詞を作る接尾語と　　ならハマスゲの別称と考えるのが至当である。都は，「…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●lえられる。ヤシナフは他：四である。　　　　　　　　　の」であるが，ときに「…製の」・「…製のもの」をも

扶養の意味を確保しながら，ナフを接尾語とする古語　　意味する。玉藻を苅る海女の携帯品ならば，ハマスゲで

は，ヤシホ（名詞，染汁に何度も浸して染めること）とヤス（髪寄勢よりほか　　編んだ袋であろう。

見当らない。入間の存在共同の仕方から見れば，ヤシホ　　　袋は，農耕以前の採取経済時代においては，海浜・山
ヲ　　ユ

は末端的である。しかし，生活のヤスラカサや身心のヤ　　野に食糧を蒐集するに際しての必需品であった。麻・木　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フスラギの確保は基本的である。扶養は入間の存在共同の　　綿の裁培以前に諭いては，織維が割に丈夫なイヌクグ・

基本である。とすれば，ヤシナフの原形はヤス・ナフで　　シオクグ・ハマスゲは，適当な製袋材料であったに相違

あろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない。

ヤスは，安心スル・休息スルを意味する動詞ヤスムの　　　この名詞クグからクグ製の袋を意味する名詞クグツが

語幹でもあった。紀に「（神功皇后）挙浜撃2羽白熊鷲1　転成し，この袋を媒介として包むを意味する動詞クグム

　　　　　　　　　　　　　　　　●ｧ減レ之。謂2左右1日，…・・我心則安，故号2其処1日レ　ないしクグムが成立したのは，恐らく弥生期以前のこと

●安」（摂政前紀）とある。前の安はヤスシ，後の安はヤスと訓　　であろう。

まれている。地名ヤスは，今日の福岡県朝倉郡夜須町で　　　バグクムのグクムは，上記の歴史を経た後に，バネと
ある。ヤスは形容詞ヤスシの語幹でもあった。　　　　　結合したものに違いない。バグクモル俗姦島診・クク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿以上を要約すれば，ヤシナフの原義は更気生活や身心の　　ム（クチニフクム）の初見はバグクムの初見より違か後世のこと

ヤスラギを確保する”ということであろう。　　　　　　であった。バグクムの原義は，q身を以て幼弱者を外界

4・3　パグクム　　　　　　　　　　　　　　　　　の危険や環境の圧力から防衛し，幼弱者の身心のヤスラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●　　・　　●恬tの「大船に妹乗るものにあらませぱ　羽具久美も　　ギを確保する”ということであろう。
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ﾃ良等　手多豆佐波利　遊びけむ」（万8　　04）・③「思ふ度

5　教育観　　　　　　　　　　　　　　　　知馬うち群れて　多重佐波痙　出て立ちくれば」（万器）
コラト　　・　アソビシイソヲ

5・1　スダツー教育目標一　　　　　　　　　　　　・④「子等携　遊磯麻」（烈乙）は，①の「テ（手）
●　　　　　　　　Q　O　　　　　　　　　　　　　　O

スダッ（巣立ツ）は，①鳥の子が巣から飛び立ってど　　ヲ」が，テヲタズサハリ・テタズサハリ・タヅサハリと

こかに去って行くこと，今日では転じて，②学校を卒業　　いうように，消えてゆく過程を示している。

して社会に出ること，を意味することは周知のことであ　　　今日のタヅサハル（自四）は更更あることに従事する”とい
トクラ　　　　　　　　　　　．．　　　　　マユミ

る。①は万葉の「鳥塒たて飼ひし雁の子栖立ちぱな　檀　　う意味しかない。しかし，①・②は賦手で手を繋ぐ”③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

の丘に飛びかへり来ね」（勤のスダツと全く同義である。　・④は賦一諸に”あるいは更q心の手を繋ぐ”の意である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　このスダツは，自動詞（四）である。ところが，スダ　　　タヅサハルのタはテ（手），サハルは触わる，ヅはデ

ツには他動詞（至）もあったのである。他動詞のスダツは，　あるいは二であろう。原義は，①・②に見られるごとく

自動詞のスダツと，スは同じであるが，タツが異なるの　　U手を手で触わる”・U手を手に繋ぐ”であろう，正に

である。スダツの自動一他動の別は，タツの自・四と他　　skinshipの実践である。スキンシップは，①が示すご

・下二との違いなのである。他・下二のタツには，「天　　とく，とくに幼少者の身心一体的欲求である。
デカヤ　　　カヤ　　　　　　　　　　．

爾有或　神楽良能小野爾　茅草苅　草苅婆可爾　鶉乎立　　　教育に携わるということは，まず，被教育者とテヲタ

毛」（万渤のタツに見られるように，更兜飛び立たせる”　　ヅサハルことではなかったであろうか。

という意味もあったのである。他・下二のスダツのタソ　　　5・3　イフー教育コミュニケーションー

はこれで，スダソは更更巣から飛び立ってどこかに去って　　　　5・3一　力タル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●sかせる”を意味する・　　　　　　　　既破書が灘されるようになっ塒代瞳癩瀞が
他・下二のスダツは，記紀・万葉には見出せない。そ　　存在していたことは1延喜式に明らかである。大嘗会に

の初見は，受動形ではあるが，「松が枝のかよへる枝を　　動員される語部の役割に，統治組織の骨賂をなす氏姓の
　　　　　　o　　　●　　　●ﾆぐらにて　すだてらるべき鶴の雛かな」（拾遺和歌集　11C雑）　来歴潭としての「帝皇日継」・「先代旧事」（蘭等を奏

である。ところで，この歌の作者は，子鶴の巣立ちを見　　することがあった。

たのではなく，親鶴からヤシナヒやバグクミを受けてい　　　カタル　儲）の仮名書の初見は，神代記の「阿麻波勢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　・驍ﾆころを眺め，スダチをヤシナヒやバグクミの果てに　　豆加比　許登能　加多理其登母　許遠婆」である。記伝
■　　●

ある最終目標として促えているのである。しかし，この　　は上掲のコト（事）ノ・カタリ（語）・ゴト（言）を
スダツ鴫のことである。纈燗す砒喩的使用の初　「彼屠籔の如く，此歌の傅はり荏て，今此、事は，

ノ〉レケ　　　　　　　　　　　フルコトカタリゴト　　　ナリ

見は未詳である。世襲制で，職業教育の施設を持たぬ社　　遙き後世までも，故事の語言にぞ為なむ，と云ほどの意
会では，比喩的使用の機余が殆どなかったのであろう。　　なるべし」（十　一神代九）と解釈している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イメ　　．　。　．　．

付　　スダツとソダツ，オホス　　　　　　　　　　カタルは，万葉では，時に「梅の花夢に加多良久」

ソダッ（下鯉）・ソダテル（下竺）は，ソダッ（畠）と同様　　（讐）と用いられる。しかし，多くの場合「余呂豆余能苛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　・ﾉ，初見は未詳である。しかし，ソダツとスダツは，共　　多良比具佐」（♂8）となるごとき内容を伝承するのに「後

に自・四と他・下二に活用され，第1音は共にサ行音で　　再免人者　語継金（㌘）・「加多利継　伊比都責比計理」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　●?驕Bソダツの原形はスダツよりほかに考えられない。　　（894）・「聞継人毛　可多里都具我爾」鵬）のごとく使用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ﾆすれぱ，ソダッは，出生に始まりスダツに終る成長過　　している。後世の「物語」はこの伝統を受け継ぐもので
アフミノアガ夘．．セム

程が促えられ，これを表示するのに終点のスダッを以て　　あろう。「淡海県物語為」（万諭がそれを示している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コト

した，ということであろうか。　　　　　　　　　　　　　カタルの内容（事）は社会の基本に関し後世に伝達し
ｭ・ダ。（細臆味が近い語を万葉に求めると，た噂項であり，その（書の）形式がカ、レ・であったと

　　　　　　　　　　　■　　　●　　　●u夜麻夫枝波　奈塑都都於保佐牟　安里都都母」（言塁）に　　考えられる。カルタは，帝皇日継・先代1日事に本来・祖　　　　　　オホ見えるオホス（生ス）であろうか。自動詞は「伊久美陀　　喬，物語に発端・経過・終末があるごとく，順序・形式

気磯」（雄略記）のオフ（星フ）である。　　　　鰹えて伝達することである、カタ（形・型）酬源す

5・2　タヅサハルー教育態度一　　　　　　　　　　　る語かも知れない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0@「吾が子古日は…夕星の夕になれば　いざ寝よと手　　　5・3・2　ツ　グ
槻佐麟父母もうへは勿離り）（万＆）・②「余地　・グ（讐下ラ）の仮鰭の初見は「操鰹贔薦比
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　●　　●
剴s具」（万§§）であろうか。萬葉ではこのツグに告が多　　　トフは相手のコタフを期待する。この期待は，入間存

く肺られている．しかし，催芝藷イ謝瀦（313）在腿本的な信頼とそ旅応える贔の隔愚連する。
　　　．　　　功ム　　。
E「語告言継奨往」（号）の告は，告グ・継グの両意に解　　古事記が伝える「（天宇受売命が）悉追2聚鮨広物鮨狭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　”ｳれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物1、以問2一言汝者天神御子仕奉耶1之時，諸魚皆仕奉白
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
cグ（告グ）は報知することである。しかし，その原　　之中，海鼠不レ白，爾天宇受売命謂2海鼠1云，此口乎不レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●`は，布告・広告のごとく空間的拡大ではなく，カルタ　’答之口而，以2紐小刀1折2其口1」（上巻）という神話は上述

と同様に時間的連絡すなわち継承・伝承を志向するもの　　の入倫の自覚の反映であろう。

であったらしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　上述を要約すれば，トフ（質問スル）とは，相手のコ

5・3・3　トフ・コタフ　　　　　　　　　　　　　タフを期待してなされる，ある事象に関する認識の欠如
　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
gフ（問フ）のトに「可是乃等」（万麗）・「於登」　　　部分を補項する手続きである。

（万暮§）のごとき，オト（音）のトに当用される乙類が用　　　コタフの語の初見は，10C初めの「山彦のと差よす

いられることのあることを考えると，表53の（a）は物理　　るまで」（克盆集）であろう。記紀・万葉には，答・応報

的，（b）・（c）は人倫的であるかに思える。（a）～（c）に問が当　　等は見られるが，仮名書例はない。

用されているのは，上記の区別の崩壊過程を示すもので　　　コタフの本質を示すものはフトマニであろう。フトマ

あろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二に診ける客観的現象（骨片の火折等）と心証との合致

を，心証に即して言えぱウラアフであり，フトマニに即

表5．3　万葉におけるトフの意味と文字 して言えぱコト（事）アブである。図に就いセ言えぱ，

トに当用された万葉仮名
Cに関するヒトに対して，Cにピタリと嵌るもの，すな

問
乙　類 甲　　類

わちコト（事）アフ（合フ）ものがコタへである。コタ

（a）音声を 481 等　811
フの原義はコト（事）アフ（合フ）だったに相違ない。

@　5・3・4　タヅヌ・ミチビク
発する 546 登3540
言交す 602 騰　812

トフとタヅヌが同等に質問を意味するのは，平安以降　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

1007 4125
である。それ以前のタヅヌは「君之行　気長成奴　山多
■　　　■

s禰迎加将行　待爾可将待」（万85）に見られるごとく，単

（b）訪問する 1659 度4127 なる質問ではない。

（c）質問する 159 登4436 刀　794
万葉におけるタヅヌには，次ぎの3義がある。①手が

230

S60

（例外） 　4392
l景行記

かりを掴んで先きに行った者を追跡する。例：遠妻四高　　　　　　　トモ　　OO　　　　　　．

@　　　　　　　　　手網乃濱能尋来名益q乙）②何か爾有世婆　不知十方

ﾉよって所在不明のものを探索する。例：毎年爾鮎之走
　　　　　　　oヤツ　　　　　　　　　　　．　．．
k佐技多河鵡八頭可頭気鼠河瀬多頭禰牟（静③物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウgフ（資問スル）は，ある事象の認識体系くA）にお　　事の淵源・道理を探究・解明する。例：宇都世美波加受

ける欠如部分（C）を補項するに足る認識を求める手続　　奈吉身奈利　凌蘇茄渡芝　径凌受書見都都　美知乎多頭

きであるく図5．3参照）。問ヒすなわちパトス的認識を　　論奈（き既共通点は，あるものを荷各受呈二そ挨彙するこ

・ゴス的認識に変換する手続きの古代的形態にウラトビ　　とである。しかし，認識にもっとも関係が深いのは，③

（占問：肥前国風土記訪占：常陸国風土記）がある。　　　　　　　　　　　　　　　　であろう。

崇る神の不明の名と意思を ③に引用した歌は，「臥レ病悲2無常1，欲レ修レ道作歌

フトマニに表示させる手続

ｫである。表示されたもの　A

�Rタへと判断（ウラアへ）

・1㊧
二首」の一つである。他の一つは「和多流自罷　茄受爾　　　　　。　・．　　　　　　　　　　　　．●　　マタモ技保比星　多豆禰弓奈　伎欲吉曾能美知　未多母安波無

ｽ米」（静である。探索の対象は，道・美知，すなわち

する心証は（ウラ）は質問 入間の正しい在り方である。
　　　　　　　　　　　　図5．3　質問内容の構造（ウラトヒ）にするに働い　　　　　　　　　　　　　①・②を背景にして③を考えると，タヅヌは，トフと

た心当（ウラ）である。それを支えるのが，図のAにお　　異なり，自主・自律の知識探求で，他者からの知識提供

いて働くBであろう。　　　　　　　　　　　　　　　を期待していない。しかし，タヅヌは「何かによって」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●sう「探索」である。その「何か」は手蔓・手懸り：手　　『朕今遣2八疫鳴1。宣以為2郷導者1』。…是時…日臣命

段・方法：スベ（術）等であろう。　　　　　　　　　　　…乃尋2烏所レ向L仰視而追レ之。遂達2干　田下県1。…子

そうしたものを意味する古語にタヅキがある。タヅキ　　時，勅誉2日臣命1日，『汝忠而勇，加有2能導之功1。是

は，原形が「テツク（手付く）」かとも謂われ，タドキ　　以改2汝名1為2遺臣1』」　（翻位能）に明らかである。目

イタモスベナミ
とも変化する語である。その用例には「痛毛為便無三…　　標地への道を，軍は日臣に禰導され，日臣はr烏所レ向」

鋸モ齢箱三…鱗灘」（噛「多磁蘇葵。村　を羅りとし樋ったのである．妙鱒都星〉
肝心緬翫鍛思乱而」欄）等がある．・ヅ　・チビキという傍訓もある。麟都対応させたのかも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　●　　　●Lを持たずして暗中模索するのが「夕闇　路多頭多頭四　　知れない。しかし，郷は（芸秀与）に通じ，郷導は饗導と

ﾒ月而」（万7　09）であろう。これには「入江二求食　薦鶴　　同義であるから，クニノは不要である。

乃篇重鍾思撫二厭」（万5　　75〉のごとき用例も　上記のヤマトへの道は宣長の言う「ただ撚ゆく路」

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（”し伝一一直毘霊）であるが，天武紀13年に記された「八色之姓」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ﾜた，何等かのタヅキを把捉し，これにより対象に近　　の第5の「道師」は学術・技芸の道を世襲する姓であり，

接するのが「伊鑛績纏」（物であろう．「拙久　「世間乃創や「伎欲吉曾能美知」は備の道であった。

多重伺奈岐朕爾」雌暴蜜墾李）のタヅカは，「多都可豆恵」　　しかし，記紀・万葉におけるミチビクは，「ただ物に

（勇器撃）と併せ考えると，「テツク」より「テツカム（手　　ゆく路」の饗導でしかなく，学術・技芸や人倫の道にお

掴ム）」の系統ではなかろうか。それにしても，意味は　　ける響導を意味するのには，平安朝の到来を待つよりほ

“頼り（手拠り）とするもの”で，タヅキと無縁ではな　　かはなかったのであろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　●｢。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミチのミは美称，チは，「稜威之道別道而」（麓雫）が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　■ﾈ上を要約すると，タヅヌの原型は，「テ（手）＋○」　　「伊都能知和岐知和岐昼」（墾）と記されるところから明

らしい。しかし，○には，ツク（付ク）のほか，ツカヌ　　らかなと齢り，語幹である。しかし，単独の使用例はな

（束ヌ）・ツラヌ（連ヌ）等の候補があり，何れとも決　　い。ミチはまず「物にゆく路」である。ヒトはオス（押

め難い，③は，その洗練された後世の用例「流れをくみ　　ス）の反対。手前に移動させることである。したがって，

ﾄ源をたつねてこそよく侍るべき」（大鏡後一條i）・「猛き武　　ミチビクは，乙の行くべき道の先にある甲が，乙を甲の
　　　　　●　o　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　o　　　　　　．　　●
ﾒの起りをたつぬれば」（増鏡）をも考えると，8Cには　　方に引くごとく，乙の行くべき道を甲が示すことであろ　　　　　　　　　　　　一

既にu　あるものを手懸りとして，ことの淵源・道理を　　う。

探求・究明する”ことを意味していたらしい。　　　　　　　5・4　ヲシ7

タヅヌのスベが不明で，探求者がこれを他者にトフ場　　　ヲシフの仮名書は，記紀・万葉にはなく，その初見は

合，期待するところは，対象に関する知識ではなく，手　　奈良末期ないし平安初期の成立と見られる日本書紀私記

蔓・手段・スベに関する認識の提供であろう。終局的知　　（乙本）が，「教養」（轄岱）に施した訓註「乎之不留」

識ではなく，過程的知識の提供が，知識面におけるミチ　　であろう。教の字は，記紀ではしばしば用いられている

ビクことである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，万葉では詞書中に「諸善奉行之藪」（897）・教喩（6と）

ミチビクの仮名書は記紀・万葉には見当らない。しか　　等とあるだけである。恐らく，ヲシフ・ヲシへは，万葉

　　　　　　　●　　　●ｵ，「船舳爾　道引麻遠志」（万晶）が，仮名書の初見に　　では歌材とはならず，教の字は，記紀では訓註を施す必

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●?ｸることには問題はなさそうである。「世間乃道」　　　要はなしと思われた程に常識化されていたのであろう。
ウメノ

（万8　92）・「世間之造」（万＆）は「美知乎多豆禰奈」（万9き）　　私記の「乎之」と同じ仮名書例は，万葉に「為梅能…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　o　　　　　　　　　　　　　●　　　●

E「多豆禰弓奈　伎欲吉曾能美知」（万静と訓まれ，「裾　　知良麻久乎之美」（万義）・「磯の浦に常乎び来栖む乎之

ずU榊は「観伎」（万釦「足げ剛（喩は　樋の乎之伎我が身は君力囎に」（万龍）1とある．前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ　　　　　　　　　ヲ　　　　　　　　　　　　　　　oo　・
u安之比奇能」（万量？）と訓まれているのである。　　　　者は惜シへ後者は愛シム（自愛）である。ヲシドリは・
ｱの，チビクに紀購の字を「問之a汝能為麟　古くは。シと呼ぱ撮が，「山川に烏志二つ居て繋よく

恥祇導之牟．…為、鱒者、瑠暫・羅）のように綱へる妹を誰か藪けむ」（孝徳紀大化5年）蜆られるごとく，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o沫pしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男女相愛の象微であった。

また，道と導との用い方の関係は，紀の「山中瞼絶，　　　愛は，存在の共同であり，一体化への営みであった。
　　　o　　　　●　　●　　o

ｳ2復可レ行之路1。…時夜夢，天照大神訓2干天皇1日，　　弟橘の入水は倭建への献身であり，「心さへ奉れる君に
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　　　　　　　　　　　　　　ヌス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S18（4版）何をかも言はず言ひしと吾が為言まはむ」　両麹　は相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）木村俊夫；日本書紀編纂者の思想に就いて，刀江書院手への献心であった。献身や献心は，相手に自己を摂取

Sl4
させ，翻って相手を自己に摂取することである。それが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）木村俊夫；日本書紀編纂者の思想に就いて（続篇），

一体化というも鮮ある・　　．．ヒ　　　　　刀江書院S15
D牟から・食の勢舳や融の鞭讐（騰・　4）轍夫；我が趾代に於ける家族道徳思想の耽

琴蓼比（景記行）は・ヲシム（愛シム）と同根である・い　　哲学研究，32（S23）・
ずれも・身につけることである・愛シミ合う者はその別　　　5）和辻哲郎；日本語と哲学の問題（続日本精神史研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ離・亡失を望まない。だから・別離・亡失を惜シムので　　　　岩波書店，SlO）

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）高山岩男；哲学的人間学，岩波書店，S17
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ
ﾈ上を要約すれば，ヲシフ（教フ）は，般愛シと思う　　　7）利根川東洋；生みの哲学，理想社S17
相手に，自己の一部としてこれまでに憂シみつつ身につ　　　8）田中　晃；日本哲学序説同文書院　Sl7

けてきた知識．技術を，藩シみなく摂取させる”ことで　　　9）田辺　元；哲学通論（岩波全書）

あろう。教えるためには学ぱなければならない。マナブ　　10）木村俊夫；学習を意味する倭語の原義・茨教紀・

の騰護フ！ぞあった。　　　　　　　　　　22（S47）
11）和辻哲郎；倫理学上巻，岩波書店，S12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）木村俊夫；「学ぶ」ということばについて，参　考　文　献

見童心理，28（S49），6

1）橋本進吉；古代国語の音韻について，明世堂書店，

Original　meaning　of　the　Japanese　old　words　related　with　the　Education

Toshio　Kimura

Abstract

This　article　is　the　philological　and　etymological　study　of　the　Japanese　old　words　related

with　the　education．　But　the　aim　of　this　article　is　to　offer　the　ploblems　and　the　suggestions

for　the　psychological　investigation　of　the　growth，　developement，　nursin＆educational　com．

munications．　Clarlfied　originaL　meanings　are　followin＆hito（human　being）：the　solar　and

spiritual．　midoriko（baby）：the　fresh．　etc．


